
子宮内膜細胞の
収集・固定

細胞固定
＜ 6時間

細胞固定
18時間≦

PrepMate処理

PrepMate処理なし

PrepMate処理

子宮内膜腺集塊は
PrepMate処理中に
受けた機械的衝撃によ
り破壊され、三次元構造
のほとんどが失われて
います。

スポイトでバイアル内の
細胞溶液を攪拌せずに
手動で移すことにより、
子宮内膜腺集塊の構造
は保たれ、有意な改善が
認められました。

子宮内膜腺に対する
PrepMate処理での
機械的衝撃の影響によ
る破壊を回避するため
に、細胞固定には少な
くとも18時間が必要で
あることが明らかにな
りました。

方法 A

BDシュアパス-LBC保存液での子宮内膜細胞固定には少なくとも18時間の固定が必要!!

細胞固定
＜ 6時間
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